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申
し
込
み
は
1
月
3
1
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
保
育
所
入
所
児
童
ー

　
昭
和
四
十
九
年
四
月
保
育
所
入
所

児
童
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す

の
で
希
望
者
は
市
社
会
福
祉
事
務
所

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
灘
受
付
期
間
　
一
月
十
六
日
～
一

　
　
月
三
十
一
日
ま
で
。

　
躍
入
所
資
格
者
　
十
日
町
市
に
住

　
　
民
登
録
し
て
あ
り
、
保
育
に
欠

　
　
け
る
児
童
。

　
鱗
提
出
書
類
　
①
保
育
所
入
所
申

　
　
請
書
（
用
紙
は
市
社
会
福
祉
事

　
　
務
所
及
び
各
保
育
所
へ
）
②
同

　
　
一
世
帯
の
父
母
や
祖
父
母
等
で

　
　
給
与
所
得
の
あ
る
方
は
、
昭
和

　
　
四
十
八
年
分
源
泉
徴
収
票
の
写

　
　
し
を
必
ず
添
付
（
前
年
の
納
税

　
　
が
他
市
町
村
の
場
合
、
そ
の
市

　
　
町
村
民
税
の
税
額
証
明
書
を
添

　
　
付
）

懸
入
所
予
定
人
員

　
　
十
目
町
保
育
所
　
　
二
十
七
名

　
　
川
治
保
育
所
　
　
　
四
十
六
名

　
　
下
条
保
育
所
　
　
　
四
十
六
名

　
無
料
巡
回
法
律
相
談

　
所
を
開
設

　
県
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
無
料
法

律
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　
日
時
／
一
月
二
十
六
日
（
土
）
午

　
　
　
　
後
一
時
～
五
時
，

　
会
場
／
十
日
町
市
民
会
館

　
担
当
弁
護
士
／
棚
村
重
信
、
金
田

　
善
尚
、
大
塚
勝
。
な
お
、
お
問
い

　
合
わ
せ
は
市
役
所
市
民
相
談
係
へ

　
高
山
保
育
所
　
　
　
二
十
三
名

　
鐙
島
保
育
所
　
　
　
　
十
五
名

　
十
日
町
西
保
育
所
（
新
設
“
越

　
後
交
通
向
い
側
）
　
百
二
十
名

　
北
越
保
育
園
　
　
　
　
三
十
名

　
十
日
町
幼
児
園
　
　
三
十
四
名

　
四
日
町
保
育
園
　
　
四
十
三
名

　
愛
泉
保
育
園
（
山
本
）
九
十
名

羅
以
前
に
申
請
書
を
提
出
し
て
あ

　
る
方
も
再
提
出
し
て
く
だ
さ
い

邑孟掃

　
一
月
”
休
日
救
急
医

B
日
十
日
町
病
院
喬
田
町
南
・

　
　
　
　
　
曾
＝
一
ー
一
二
一
L
ハ
、
．
番

15

日
中
条
病
院
疋
墾

　
　
　
　
　
曾
七
1
．
二
〇
．
八
番

20

日
池
田
医
院
、
本
悶
西

　
　
　
　
　
曾
二
ー
、
↓
五
．
八
．
番

27

日
山
ロ
医
院
襲
田
、
申

　
　
　
　
　
魯
二
ー
．
．
一
ヒ
四
番

税
の
相
談
は
お
気
軽
に

　
税
金
の
問
題
に
つ
い
て
細
か
く
知

り
た
い
方
は
、
　
「
税
の
相
談
日
」
が

設
け
て
あ
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

利
用
下
さ
い
。
　
（
十
日
町
税
務
署
）

「
税
の
相
談
日
」
毎
月
五
、
十
五
、

　
二
十
五
日
（
こ
の
日
が
日
曜
日
や

　
祝
目
の
と
き
は
、
そ
の
翌
口
）

明
る
い
社
会
の
建
設
を

　
　
　
　
　
　
　
め
ざ
す
．
B
B
S
会
」

　
B
B
S
運
動
と
は
、
宙
⑳
野
・
善
ぼ
の

”
＆
Qo
一
器
冨
崔
o
琶
奉
三
の
略
称
で

明
る
い
社
会
の
建
設
に
寄
与
し
、
不

幸
に
し
て
道
を
踏
み
誤
っ
た
少
年
た

ち
が
再
び
悪
の
道
に
入
ら
な
い
よ

う
、
青
少
年
の
良
き
兄
や
姉
と
し
て

保
護
司
に
協
力
し
て
そ
の
補
導
に
従

事
す
る
運
動
で
す
。

　
十
日
駒
市
で
は
、
昭
和
四
十
七
年

六
月
に
結
成
さ
れ
、
現
在
会
員
は
男

女
合
わ
せ
て
十
一
名
、
例
会
は
月
一

回
、
第
二
金
曜
日
に
行
な
っ
て
い
ま

す
。　
現
在
は
、
主
に
公
民
館
を
利
用
し

て
会
員
の
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
「
石
油
製
品
あ
っ
せ
ん

　
　
相
談
所
」
を
設
置

　
政
府
は
、
中
小
企
業
者
、
病
院
等

公
共
性
の
高
い
事
業
等
に
石
油
製
晶

を
あ
っ
せ
ん
、
つ
ぎ
の
あ
っ
せ
ん
相

談
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
希
望
者
は

新
潟
県
石
油
商
業
縄
合
石
油
製
品
あ

っ
せ
ん
相
談
所
（
新
潟
市
川
岸
町
、

県
中
小
企
業
会
館
内
曾
（
套
）
二
二

二
一
番
）
に
申
請
書
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
あ
っ
せ
ん
す
る
石
油
類

は
、
灯
油
、
軽
油
、
A
重
油
、
B
重

油
各
ニ
キ
。
影
。
C
重
油
十
キ
。
鍔
ま

で
、
あ
っ
せ
ん
期
間
は
、
二
月
一
日

か
ら
二
月
七
日
、
三
月
一
日
か
ら
三

月
七
日
の
二
回
で
す
。
い
ず
れ
も
期

間
内
必
着
の
こ
と
。
申
請
用
紙
は
、

小
林
石
油
㈱
（
長
岡
甫
福
住
町
二
、

智
（
巽
）
四
三
二
一
番
）
で
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、

市
役
所
商
工
課
に
お
問
い
合
わ
せ
を

　
市
職
員
を
募
集

　
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
口
採
用
予

定
の
市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
職
種
及
び
人
員
　
ω
自
動
車
運

転
ヂ
…
…
四
名
㈲
自
動
車
運
転
手
兼

　．ギ’・　　　　＋急電厨蕉
　’～で

上ち今1ぎ。　　　い
畿垢（、・ε二
姪オび　／．3く

鳶モ　蠕ぴ．
馨1譲．君一
　　　を鳩而
　　　椎い　1　　　　っぐさ
　　　避観

趣饗、鉱
　や　ト
　己　　　！茎！
”ぎん　　び親
　　　も　　　　　マ畠
　　　　　　　シ／’、
　　　　　　／
手．　　．、
　　　　　唱
　　大　　　　　　　　　　桜

　　1｝②1
一　贋．細
懸聾韓

　
　
お
忘
れ
な
〈

㎜
今
月
は
固
定
資
産
税
（
第

．
四
期
〉
の
納
期
で
す
。

給
食
調
埋
員
（
水
沢
地
区
学
校
給
食

セ
ン
タ
i
勤
務
）
－
…
二
名
内
給
食

調
理
員
（
西
保
育
所
勤
務
）
…
…
一

名
◎
用
務
員
（
南
中
学
校
勤
務
並
び

に
酉
保
育
所
勤
務
）
…
…
二
名

受
験
資
格
　
㈹
自
動
車
運
転
手
ー
－

大
型
免
許
及
び
大
型
特
殊
免
許
を
有

す
る
三
十
五
歳
程
度
ま
で
の
男
子
。

㈲
自
動
車
運
転
手
兼
給
食
調
理
員
…

－
普
通
免
許
を
有
す
三
十
五
歳
程
度

ま
で
の
男
子
＠
給
食
調
理
員
…
…
三

十
五
歳
程
度
ま
で
の
者
。
◎
用
務
員

…
・
四
十
歳
程
度
ま
で
の
男
子
。

　
受
験
手
続
き
等

　
希
望
者
は
、
昭
和
四
十
九
年
坤
月

二
十
一
日
か
ら
一
月
三
十
日
ま
で
に

十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
市

役
所
総
務
課
へ
次
の
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
市
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
用
紙

　
は
市
役
所
総
務
課
へ
）
、
免
許
証

　
の
写
、
身
体
検
査
書
（
用
紙
は
市

　
役
所
総
務
課
へ
）

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所

総
務
課
曾
七
ー
三
二
一
番
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
香
典
返
し
▽
生
趨
司
外
三
名
…
三

十
万
円
▽
波
間
善
作
…
一
万
円
▽
庭

野
又
治
郎
…
一
万
円
▽
阿
部
清
吉

金
婚
式
記
念
…
三
万
円
。

　
歳
末
た
す
け
あ
い
▽
庭
野
み
よ
の

…
二
千
円
▽
下
条
婦
人
会
…
七
千
円

▽
内
藤
直
義
…
千
円
▽
庭
野
貴
美
子

…
二
千
三
百
十
円
▽
村
山
ハ
ル
…
二

千
円
▽
飯
林
織
物
㈱
従
業
員
一
同
・
：

三
万
六
千
八
百
九
十
九
円
▽
立
正
佼

成
会
十
日
町
支
部
街
頭
募
金
…
四
万

七
千
八
十
円
▽
十
日
町
高
校
一
年
八

組
…
九
千
五
百
円
▽
六
精
会
…
三
千

三
百
十
円
▽
十
日
町
地
区
青
婦
協
…

六
万
七
千
七
百
二
十
円
▽
常
角
熊
吉

…
三
千
円
▽
庭
野
新
七
…
一
万
円
▽

上
新
田
簡
易
保
険
組
合
…
五
千
円
▽

十
日
町
砂
利
（
合
資
）
…
四
千
八
百

十
五
円
▽
高
金
織
物
㈱
高
友
会
…
五

千
五
百
八
十
八
円
▽
十
日
町
ラ
イ
オ

ソ
ズ
ク
ラ
ブ
…
三
万
五
千
円
▽
村
武

智
子
…
一
万
円
▽
武
田
義
治
…
衣
類

お
も
ち
や
▽
十
日
町
実
業
高
校
三
年

E
組
…
二
万
五
百
五
十
六
円
。

　
十
日
町
公
園
建
設
資
金
に
滝
沢
林

平
…
十
万
円
。
南
雲
金
一
…
五
万
円

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
感
謝
の
手
紙

　
歳
末
見
舞
金
を
載
い
た
あ
る
主
婦

（
谷
内
丑
）
の
方
か
ら
社
会
福
祉
協

議
会
（
会
長
春
日
市
長
）
あ
て
つ
ぎ

の
要
旨
の
手
紙
が
届
ぎ
ま
し
た
。

「
お
蔭
様
で
楽
し
い
正
月
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
つ
か
、
自

分
で
も
人
を
助
け
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
信
じ
て
・
－
。
歳
末
見
舞
金
あ
り

が
と
う
．
こ
ざ
い
ま
し
た
。
」

翻
鷺
難
離
鞭
講
臓

一
享
ま
す
充
実
し
た
紙
面
づ
く
り
に
努
力
し
享
・
ご
協
力
霧
願
い

↑
　
し
ま
す
。
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税
金
は
道
路
、
学
校
、
保
育
所
な
ど
の
公
共
施
設
や
私
た
ち
の
健
康
や
生
活
を
守
る

社
会
保
障
な
ど
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
行
な
う
活
動
の
た
め
の
大
切
な
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。
税
の
申
告
は
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
の
届
出
と
同
じ
く
国
民
の
大
切
な

手
続
き
の
ひ
と
つ
で
す
。
正
し
い
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
、
県
民
税
の
申
告
は
三
月
十
五
日
ま
で
に

市
、
県
民
税
は
前
年
の
所
得
に
対
　
　
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

申
告
納
税
相
談
風
景
（
十
日
町
税
務
署
）

　ことしもやってきた白鳥

　昨年につづいて浅川原貯水池に白鳥の

親子がのどかに泳ぎを楽しんでいます。
　ことしは昨年より2羽仲間を加え［7羽と

なり、通行人の目を楽しませています。

　臼鳥は、ほした茶がらやシイナなどが
大好物です。毎年白鳥がやってくるよう
えさをあげていますが、えさが不足がち。

　お持ちの方は吉田公民館（曾2－2874番）

までご連絡ください。

　
　
　
　
申
告
書
の
用

紙
と
説
明
書
は
三
月
の
は

じ
め
に
市
政
事
務
嘱
託
員

を
通
じ
て
配
布
す
る
予
定

で
す
。
お
間
違
い
の
な
い

よ
う
記
載
し
申
告
期
限
ま

で
に
市
税
務
課
ま
た
は
、

嘱
託
員
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
く
わ
し
い
こ
と
は

税
務
課
（
含
七
ー
三
一
一

一
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
申
告
を
し
な
く
て
も
よ

　
い
人

◇
昭
和
四
十
八
年
分
の
所

1川”1”11111川川1””“””1

得
税
に
つ
い
て
確
定
申
告
を
す
る
方

◇
昭
和
四
十
九
年
一
月
一
日
現
在
、

給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
方
で

昭
和
四
十
八
年
中
給
与
所
得
以
外
に

所
得
の
な
か
っ
た
方
。

　
市
民
税
の
各
種
控
除
改
正
見
込
み

　
税
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
各
種
控

除
額
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
る
予

定
で
す
。

白障勤寡老特障一配老扶配基
集妻叢婦年誕齢養偶礎項

従斐生者害者扶な養者
罐控控控茎噸控控控控目

除額除除除除除除の除除除除

＋内＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋現
　十　　　　　　　　　　貨
七三二二二四二四四二五六禺
　　　　　　　　　　　　護
二五十十十十十十十十十十正
　　　　　　　　　　　　塞
十十三三三六三六六四八八召

所
得
税
の
確
定
申
告
と

納
税
は
三
月
十
五
日
ま

　
で
に

　
所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
二
月
十

六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
．

申
告
書
を
書
く
と
き
は
「
手
引
き
」

な
ど
参
考
と
し
て
お
間
違
い
の
な
い

よ
う
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
申

告
相
談
や
税
金
の
還
付
を
受
け
る
方

は
お
早
め
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
十
日
町
税
務
署
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
．

　　　　　　三三三　　　　　＝　　　　一　　　　＝　　　｝　一　二＿＝

霧
無
鰻

（
告
示
第
二
号
）

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条

の
三
の
規
定
に
基
づ
く
「
十
日

町
市
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公

表
に
関
す
る
条
例
」
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
昭
和
四
十
八
年

十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
本
市

の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
・

　
昭
和
四
十
九
年
二
月
一
日

　
＋
日
町
市
長
春
日
由
三

訳内の税市
税　　目 税額 構成比 市民1人当り 1世帯当り
市町村民税 46，593 50 9，253 41，160

固定資産税 29，253 32 5，809 25，842

軽自動車税 1，365 2 271 1，206

市町村たばこ消費税 7，683 8 1，526 12，172

電気ガス税 4，520 5 898 3，993

木材引取税 26 一 5 23

都市計画税 3，270 3 649 2，888

計 92，710 100 18，411 81，899

　　　歳出性質別分析表
　　　　　　　　　｛単位万円1
　貸付金　　　　　　　　　　公債費

％1翻茸緬r㌧響91騙
積立金　　191
緯趣金4，040
出資金　　183
予備費　　loo

峯訣投 　人鴇1膿
　　　　　　資　　　　　　　　　　　　費

　　　　　慶騨35戴鞠弼
　　　　費　　14億2・699
　　　　　　　　　4σ％　　　　躾助
　　　　　　410　　　　　　　　修　3億6。936
　　　　　　　　　　　　　　　費　　　00　　　　維持　修費
　　　　　　　　　　　　　　　篠　　γ　　　　　　　　　　　8，311　2％
　　　　　　　　　　　　　　　2億8，9

　　　　　　市債の状況
　　　　　　　　　　　ぱな　ロン
　　辺地射箕4蹴・50　　　乏の‘顯2尋％

民菰3，4祖4

縮、謡塞，畿翻

市民会館0芭ジ億2翻

歳
入
　
三
五
億
七
、
二
九
三
万
円
（
蔑
比
％
》

昭和48年度一般会計予算（帽2．31現在）

歳
出
三
五
億
七
』
一
九
三
万
円
蔑
髪

そ　の　他29，653　8％
紛担盆鳥び負担金夕o

そ　の　他24，294　7％
1消防費外｝

県支出金18，297　5％ 商　工　費　13710　4％
公債　費　16692　5％

繰　越　金　15996　4％

市　　1貞65，65018％

農林水産業費職266　6％

衛生費20，947　6％

総務費34，49710％

国庫支出金49，39414％
民生費5亀圏16％

地方交1寸税8晒9424％

教育費8575224％

市　　税ga70927％
土木費79，58722％

1購位ゐ臼レ

一般会計執行状況

市有財産の状況特別会計予算状況

土　　　地 14，756，017㎡

建　　　物 104，532㎡

基金、公社債 6，322万円

会　計　名 予　算額

国民健康保険 51，071万円

診　　療　　所 4，095

簡　易　水　道 6翫118

計 61，284

（
執
行
率
6
6
％
）

（
収
入
率
”
％
）

…
二
億

五
、
二
九
六

　
　
万
円

支
出
済
額

二
五
億

四
、
七
九
五
万
円

収
入
済
額

三
五
億
七
、
二
九
三
万
円

十
二
月
末
予
算

三
【
億
七
、
七
五
五
万
円

当
初
予
算

（第3種郵便物認可）昭和49年2月10日
とお』∬夢3（3）

盛
大
だ
っ
た
雪
ま
つ
り

三
点
方
式
が
成
功

　
第
二
十
五
回
雪
ま
つ
り
は
、
二
月

九
、
十
の
両
日
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し

た
．
　
こ
と
し
は
、
第
二
十
五
回
開
催
と

市
制
二
十
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

年
で
あ
り
、
雪
上
力
ー
ニ
バ
ル
、
雪

の
芸
術
作
品
、
学
童
作
品
、
ふ
る
さ

と
広
場
、
雪
ま
つ
り
ラ
ソ
ド
な
ど
の

ほ
か
た
く
さ
ん
の
協
賛
行
事
が
行
な

わ
れ
、
文
字
通
り
市
民
ぐ
る
み
の
雪

ま
つ
り
と
し
て
盛
り
あ
が
り
ま
し

た
。　
特
に
、
観
客
を
華
や
か
な
幻
想
の

世
界
に
さ
ま
よ
わ
せ
た
「
雪
上
ヵ
ー

ニ
バ
ル
」
や
ふ
る
さ
と
情
緒
い
っ
ば

い
の
「
ふ
る
さ
と
広
場
」
、
ち
び
っ

子
や
家
族
ぐ
る
み
の
人
達
に
喜
ば
れ

た
コ
雪
ま
つ
り
ラ
ソ
ド
」
な
ど
好
評

で
し
た
。

　
こ
と
し
の
雪
ま
つ
り
は
、
雪
上
力

ー
ニ
バ
ル
と
ふ
る
さ
と
広
場
、
チ
ソ

コ
ロ
市
と
十
高
グ
ラ
ウ
ソ
ド
、
雪
ま

つ
り
ラ
ソ
ド
を
結
ぶ
三
点
方
式
を
採

用
。
さ
ら
に
雪
の
芸
術
作
品
も
近
年

に
な
い
盛
り
あ
が
り
か
ら
、
一
般
作

品
（
特
別
作
品
含
む
）
三
十
七
点
、

学
童
作
品
十
三
点
も
つ
く
ら
れ
、
雪

像
製
作
も
近
郊
地
域
の
人
達
が
参
加

し
ま
し
た
．

　
プ
ロ
パ
ン
の
節
約
に

　
ご
協
力
を

　
L
P
ガ
ス
は
全
体
的
に
不
足
し
て

い
ま
す
。

　
家
庭
用
L
P
ガ
ス
の
消
費
節
約
に

つ
い
て
っ
ぎ
の
こ
と
に
．
こ
協
力
く
だ

さ
い
。

　
囎
比
較
的
気
温
の
高
い
日
中
は
ス

　
　
ト
ー
ブ
の
使
用
を
控
え
め
に
。

　
灘
風
呂
は
．
入
浴
回
数
を
減
ら
し

　
　
た
ウ
、
風
呂
の
温
度
が
冷
め
ぬ

　
　
う
ち
に
一
度
に
入
る
な
ど
心
が

　
　
け
ま
し
ょ
う
。

　
昭
和
4
9
年
度
市
奨
学

　
生
募
集

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
四
十

九
年
度
市
奨
学
金
貸
与
希
望
者
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
資
格
者
／
市
内
に
三
年
以
上

居
住
し
て
い
る
世
帯
の
子
弟
で
、
学

業
成
績
が
優
秀
か
つ
経
済
的
理
由
に

よ
り
、
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
も

の
。
　
な
お
、
貸
与
の
対
象
は
高
等
学
校

及
び
高
等
専
門
学
校
（
貸
与
月
額
三

千
円
）
短
大
及
び
大
学
（
貸
与
月
額

六
千
円
）
に
在
学
中
ま
た
は
進
学
希

望
者
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
四
十

九
年
二
月
末
日
ま
で
に
市
教
育
委
員

会
、
市
内
各
中
学
校
、
高
等
学
校
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
老
人
家
庭
奉
仕
員
を

　
募
集

　
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
採
用
の

老
人
家
庭
奉
仕
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
人
員
／
一
名

　
手
話
講
習
会
の
お
知
ら
せ

…
日
　
時
／
三
月
十
日
（
日
）
午
前
ヤ
時

　
　
　
　
～
午
後
三
時

…
場
　
所
／
十
日
町
総
合
庁
舎

　
　
（
妻
有
町
西
二
）
第
一
会
議
室

…
携
帯
品
／
筆
記
用
具

　
　
（
中
魚
沼
社
会
福
祉
事
務
所
）

募
集
要
領
／
老
人
福
祉
に
関
し
理

　
解
と
熱
意
を
有
す
る
者
で
、
心

　
身
と
も
に
健
全
な
お
お
む
ね
三

　
十
歳
以
上
五
十
歳
ま
で
の
女
子

職
務
／
非
常
勤
職
員
扱
い
で
あ
る

　
が
一
般
常
勤
職
員
と
同
様
の
勤

　
務
時
間
を
家
庭
奉
仕
活
動
等
す

　
る
。

待
遇
／
月
額
四
万
五
千
円

希
望
手
続
等
／
希
望
者
は
昭
和
四

　
十
九
年
二
月
二
十
五
日
ま
で
に

　
市
役
所
社
会
福
祉
事
務
所
に
老

　
人
家
庭
奉
仕
員
希
望
申
込
書

　
（
用
紙
は
市
社
会
福
祉
事
務
所

　
へ
）
、
履
歴
書
、
身
体
検
査
書

　
を
持
参
の
上
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。

そ
の
他
／
希
望
者
多
数
の
と
ぎ
は

　
別
に
定
め
る
日
時
に
選
考
を
行

　
な
い
ま
す
。
な
お
、
く
わ
し
い

　
こ
と
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
へ

　
物
価
抑
制
特
別
貯
蓄

　
運
動
に
ご
協
力
を

　
総
需
要
抑
制
の
一
環
と
し
て
、
四

十
九
年
一
月
か
ら
物
価
抑
制
特
別
貯

蓄
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
家
計
消
費
の
抑
制
と
貯
蓄
の
推
進

が
物
価
上
昇
に
対
し
安
定
効
果
を
発

揮
し
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
）

　　　　　　響難
罵

　昭和47年度の決算状況をおしらせします。
昭和47年度における建設改良工事及び保存工事は、
川治山本線配水管増補改良事業を始め、保存改良工
事として第一、第四水源地整地、その他消火栓新設
工事を施行しました。
　営業面にお』きましては、給水人ロ1，762人の増で、
29，795人となり普及率は93．1％と増加してお・ります。
有収水量は前年に引続き漏水の早期発見に努力し、
69．2％と前年度比1．1％増となりました。

負債及び資本
科　　　目 金　　額

固定負債 7，578，598

流動負債 7，866，Q11

資　本　金 439，171，750
剰　余　金 20，394，149

合　　計 475，010，508

昭和47年度給水業務量の状況
（昭和47年4月1日より昭和48年3月31日まで）

区　　分 昭和47年度 昭和46年度 増（△）減 比　率
給水戸数（戸） 6，881 6，643 238 103．6
給水人口（人） 29，795 28，033 1，762 106．3

配
水
量

総　　量く㎡） 3，680，320 3，667，359 12，961 100．4

一日最大（㎡） 15，258 14，409 849 105．9
一日平均（㎡） 10，081 10，048 32 100．3

有収水量（㎡） 2，545，202 2，498，133 47，069 101．9

有収率（％） 69．2 68．1 1．1 101．6

単位円

　　　昭和47年度決算状況
昭和47年度水道事業損益計算書
（昭和47年4月1日より昭和48年3月31日まで）

収　　　　　益

科　　　目 金　　額

営業収征 56，275，110

営業外収益 2，557，893

合　　計 58，833，003

収　　　　　益

科　　　目 金　　額

営業収益 84，549，320

営業外収益 5，724，128

合　　計 90，273，448

　　用

金　　額

66，540，480

22，270，248

88，810，728

　1，462，720

90，273，448

費
目
篇
計
鰭
計

科
攣
鞭
合

単位円

凱ZZZZノ』眠』眠ZZZ！∠Z！ZZZ」”1』”1肱γZZZ陥Z』■厩劉■咤Z協Z蹴ZZZ々■「」圏既ZZ〃ZZZ肋閉■既』翫〃ZZZZZZ〃」■剛■眠ZZ劉ゐ

　　　昭和47年度水道事業貸借対照表
　　　　　　　（昭和48年3月31日現在）

　　　産

　金　　額

448，638，533
　25，944，215

　　　　427，760

475，010，508

　
　
産
産
定

資
目
・
　
　
　
計

　
　
資
資
勘

　
　
定
動
延

　
科
　
　
　
　
合

　
　
固
流
繰

昭和47年度水道事業剰余金処分計算書
　　　　　　（昭和48年12月13日議決）　　　　　　　　　単位

．当年度未処分利益剰余金　　　　　　　1，917，152　
　
0
0

　
　
0
0

　
　
0
0

　
　
0
0

　
　
0
0

　
　
0
5

　
　
　

金
額
　
　
金

余
分
　
余

㈱
処
義

∞㎜∞　
当
利
q
ゆ
働
翌

1
2
　
　
　
　
3

建設改良積立金　　　500，000　　1，500，000
年度繰越利益剰余金　　　　　　　417，152

昭和48年度上期損益計算書
（昭和48年4月1日から昭和48年9月30日まで）　　　単位円

昭和48年度上期貸借
　　　（昭和48年9月30日現在）

目貸借対照表
10日現在）　　　　　　　　　単位円

　負債及び資本
科　 目　　金　額
固定負債　　7．578，598
流動負債　　5，406，683

資本金433，302，333
剰余金　21，930，259
純利益　14，624，134
合計482，842，007

　　用

金　　額

33，120，825

11，088，044

44，208，869

14，624，134

58，833，003

費
目
用
用
計
益
計

　
　
費
横

　
　
轟
利

科
営
営
小
純
合

資　　　　　産

科　　　目 金　　額

固定資産 453，369，864

流動資産 28，039，763

繰延勘定 1，432，380

合　　計 482，842，007
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叢
　
篠
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影
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税
金
は
道
路
、
学
校
、
保
育
所
な
ど
の
公
共
施
設
や
私
た
ち
の
健
康
や
生
活
を
守
る

社
会
保
障
な
ど
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
行
な
う
活
動
の
た
め
の
大
切
な
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。
税
の
申
告
は
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
の
届
出
と
同
じ
く
国
民
の
大
切
な

手
続
き
の
ひ
と
つ
で
す
。
正
し
い
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
、
県
民
税
の
申
告
は
三
月
十
五
日
ま
で
に

市
、
県
民
税
は
前
年
の
所
得
に
対
　
　
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

申
告
納
税
相
談
風
景
（
十
日
町
税
務
署
）

　ことしもやってきた白鳥

　昨年につづいて浅川原貯水池に白鳥の

親子がのどかに泳ぎを楽しんでいます。
　ことしは昨年より2羽仲間を加え［7羽と

なり、通行人の目を楽しませています。

　臼鳥は、ほした茶がらやシイナなどが
大好物です。毎年白鳥がやってくるよう
えさをあげていますが、えさが不足がち。

　お持ちの方は吉田公民館（曾2－2874番）

までご連絡ください。

　
　
　
　
申
告
書
の
用

紙
と
説
明
書
は
三
月
の
は

じ
め
に
市
政
事
務
嘱
託
員

を
通
じ
て
配
布
す
る
予
定

で
す
。
お
間
違
い
の
な
い

よ
う
記
載
し
申
告
期
限
ま

で
に
市
税
務
課
ま
た
は
、

嘱
託
員
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
く
わ
し
い
こ
と
は

税
務
課
（
含
七
ー
三
一
一

一
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
申
告
を
し
な
く
て
も
よ

　
い
人

◇
昭
和
四
十
八
年
分
の
所

1川”1”11111川川1””“””1

得
税
に
つ
い
て
確
定
申
告
を
す
る
方

◇
昭
和
四
十
九
年
一
月
一
日
現
在
、

給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
方
で

昭
和
四
十
八
年
中
給
与
所
得
以
外
に

所
得
の
な
か
っ
た
方
。

　
市
民
税
の
各
種
控
除
改
正
見
込
み

　
税
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
各
種
控

除
額
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
る
予

定
で
す
。

白障勤寡老特障一配老扶配基
集妻叢婦年誕齢養偶礎項

従斐生者害者扶な養者
罐控控控茎噸控控控控目

除額除除除除除除の除除除除

＋内＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋現
　十　　　　　　　　　　貨
七三二二二四二四四二五六禺
　　　　　　　　　　　　護
二五十十十十十十十十十十正
　　　　　　　　　　　　塞
十十三三三六三六六四八八召

所
得
税
の
確
定
申
告
と

納
税
は
三
月
十
五
日
ま

　
で
に

　
所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
二
月
十

六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
．

申
告
書
を
書
く
と
き
は
「
手
引
き
」

な
ど
参
考
と
し
て
お
間
違
い
の
な
い

よ
う
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
申

告
相
談
や
税
金
の
還
付
を
受
け
る
方

は
お
早
め
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
十
日
町
税
務
署
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
．

　　　　　　三三三　　　　　＝　　　　一　　　　＝　　　｝　一　二＿＝

霧
無
鰻

（
告
示
第
二
号
）

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条

の
三
の
規
定
に
基
づ
く
「
十
日

町
市
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公

表
に
関
す
る
条
例
」
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
昭
和
四
十
八
年

十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
本
市

の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
・

　
昭
和
四
十
九
年
二
月
一
日

　
＋
日
町
市
長
春
日
由
三

訳内の税市
税　　目 税額 構成比 市民1人当り 1世帯当り
市町村民税 46，593 50 9，253 41，160

固定資産税 29，253 32 5，809 25，842

軽自動車税 1，365 2 271 1，206

市町村たばこ消費税 7，683 8 1，526 12，172

電気ガス税 4，520 5 898 3，993

木材引取税 26 一 5 23

都市計画税 3，270 3 649 2，888

計 92，710 100 18，411 81，899

　　　歳出性質別分析表
　　　　　　　　　｛単位万円1
　貸付金　　　　　　　　　　公債費

％1翻茸緬r㌧響91騙
積立金　　191
緯趣金4，040
出資金　　183
予備費　　loo

峯訣投 　人鴇1膿
　　　　　　資　　　　　　　　　　　　費

　　　　　慶騨35戴鞠弼
　　　　費　　14億2・699
　　　　　　　　　4σ％　　　　躾助
　　　　　　410　　　　　　　　修　3億6。936
　　　　　　　　　　　　　　　費　　　00　　　　維持　修費
　　　　　　　　　　　　　　　篠　　γ　　　　　　　　　　　8，311　2％
　　　　　　　　　　　　　　　2億8，9

　　　　　　市債の状況
　　　　　　　　　　　ぱな　ロン
　　辺地射箕4蹴・50　　　乏の‘顯2尋％

民菰3，4祖4

縮、謡塞，畿翻

市民会館0芭ジ億2翻

歳
入
　
三
五
億
七
、
二
九
三
万
円
（
蔑
比
％
》

昭和48年度一般会計予算（帽2．31現在）

歳
出
三
五
億
七
』
一
九
三
万
円
蔑
髪

そ　の　他29，653　8％
紛担盆鳥び負担金夕o

そ　の　他24，294　7％
1消防費外｝

県支出金18，297　5％ 商　工　費　13710　4％
公債　費　16692　5％

繰　越　金　15996　4％

市　　1貞65，65018％

農林水産業費職266　6％

衛生費20，947　6％

総務費34，49710％

国庫支出金49，39414％
民生費5亀圏16％

地方交1寸税8晒9424％

教育費8575224％

市　　税ga70927％
土木費79，58722％

1購位ゐ臼レ

一般会計執行状況

市有財産の状況特別会計予算状況

土　　　地 14，756，017㎡

建　　　物 104，532㎡

基金、公社債 6，322万円

会　計　名 予　算額

国民健康保険 51，071万円

診　　療　　所 4，095

簡　易　水　道 6翫118

計 61，284

（
執
行
率
6
6
％
）

（
収
入
率
”
％
）

…
二
億

五
、
二
九
六

　
　
万
円

支
出
済
額

二
五
億

四
、
七
九
五
万
円

収
入
済
額

三
五
億
七
、
二
九
三
万
円

十
二
月
末
予
算

三
【
億
七
、
七
五
五
万
円

当
初
予
算

（第3種郵便物認可）昭和49年2月10日
とお』∬夢3（3）

盛
大
だ
っ
た
雪
ま
つ
り

三
点
方
式
が
成
功

　
第
二
十
五
回
雪
ま
つ
り
は
、
二
月

九
、
十
の
両
日
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し

た
．
　
こ
と
し
は
、
第
二
十
五
回
開
催
と

市
制
二
十
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

年
で
あ
り
、
雪
上
力
ー
ニ
バ
ル
、
雪

の
芸
術
作
品
、
学
童
作
品
、
ふ
る
さ

と
広
場
、
雪
ま
つ
り
ラ
ソ
ド
な
ど
の

ほ
か
た
く
さ
ん
の
協
賛
行
事
が
行
な

わ
れ
、
文
字
通
り
市
民
ぐ
る
み
の
雪

ま
つ
り
と
し
て
盛
り
あ
が
り
ま
し

た
。　
特
に
、
観
客
を
華
や
か
な
幻
想
の

世
界
に
さ
ま
よ
わ
せ
た
「
雪
上
ヵ
ー

ニ
バ
ル
」
や
ふ
る
さ
と
情
緒
い
っ
ば

い
の
「
ふ
る
さ
と
広
場
」
、
ち
び
っ

子
や
家
族
ぐ
る
み
の
人
達
に
喜
ば
れ

た
コ
雪
ま
つ
り
ラ
ソ
ド
」
な
ど
好
評

で
し
た
。

　
こ
と
し
の
雪
ま
つ
り
は
、
雪
上
力

ー
ニ
バ
ル
と
ふ
る
さ
と
広
場
、
チ
ソ

コ
ロ
市
と
十
高
グ
ラ
ウ
ソ
ド
、
雪
ま

つ
り
ラ
ソ
ド
を
結
ぶ
三
点
方
式
を
採

用
。
さ
ら
に
雪
の
芸
術
作
品
も
近
年

に
な
い
盛
り
あ
が
り
か
ら
、
一
般
作

品
（
特
別
作
品
含
む
）
三
十
七
点
、

学
童
作
品
十
三
点
も
つ
く
ら
れ
、
雪

像
製
作
も
近
郊
地
域
の
人
達
が
参
加

し
ま
し
た
．

　
プ
ロ
パ
ン
の
節
約
に

　
ご
協
力
を

　
L
P
ガ
ス
は
全
体
的
に
不
足
し
て

い
ま
す
。

　
家
庭
用
L
P
ガ
ス
の
消
費
節
約
に

つ
い
て
っ
ぎ
の
こ
と
に
．
こ
協
力
く
だ

さ
い
。

　
囎
比
較
的
気
温
の
高
い
日
中
は
ス

　
　
ト
ー
ブ
の
使
用
を
控
え
め
に
。

　
灘
風
呂
は
．
入
浴
回
数
を
減
ら
し

　
　
た
ウ
、
風
呂
の
温
度
が
冷
め
ぬ

　
　
う
ち
に
一
度
に
入
る
な
ど
心
が

　
　
け
ま
し
ょ
う
。

　
昭
和
4
9
年
度
市
奨
学

　
生
募
集

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
四
十

九
年
度
市
奨
学
金
貸
与
希
望
者
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
資
格
者
／
市
内
に
三
年
以
上

居
住
し
て
い
る
世
帯
の
子
弟
で
、
学

業
成
績
が
優
秀
か
つ
経
済
的
理
由
に

よ
り
、
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
も

の
。
　
な
お
、
貸
与
の
対
象
は
高
等
学
校

及
び
高
等
専
門
学
校
（
貸
与
月
額
三

千
円
）
短
大
及
び
大
学
（
貸
与
月
額

六
千
円
）
に
在
学
中
ま
た
は
進
学
希

望
者
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
四
十

九
年
二
月
末
日
ま
で
に
市
教
育
委
員

会
、
市
内
各
中
学
校
、
高
等
学
校
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
老
人
家
庭
奉
仕
員
を

　
募
集

　
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
採
用
の

老
人
家
庭
奉
仕
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
人
員
／
一
名

　
手
話
講
習
会
の
お
知
ら
せ

…
日
　
時
／
三
月
十
日
（
日
）
午
前
ヤ
時

　
　
　
　
～
午
後
三
時

…
場
　
所
／
十
日
町
総
合
庁
舎

　
　
（
妻
有
町
西
二
）
第
一
会
議
室

…
携
帯
品
／
筆
記
用
具

　
　
（
中
魚
沼
社
会
福
祉
事
務
所
）

募
集
要
領
／
老
人
福
祉
に
関
し
理

　
解
と
熱
意
を
有
す
る
者
で
、
心

　
身
と
も
に
健
全
な
お
お
む
ね
三

　
十
歳
以
上
五
十
歳
ま
で
の
女
子

職
務
／
非
常
勤
職
員
扱
い
で
あ
る

　
が
一
般
常
勤
職
員
と
同
様
の
勤

　
務
時
間
を
家
庭
奉
仕
活
動
等
す

　
る
。

待
遇
／
月
額
四
万
五
千
円

希
望
手
続
等
／
希
望
者
は
昭
和
四

　
十
九
年
二
月
二
十
五
日
ま
で
に

　
市
役
所
社
会
福
祉
事
務
所
に
老

　
人
家
庭
奉
仕
員
希
望
申
込
書

　
（
用
紙
は
市
社
会
福
祉
事
務
所

　
へ
）
、
履
歴
書
、
身
体
検
査
書

　
を
持
参
の
上
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。

そ
の
他
／
希
望
者
多
数
の
と
ぎ
は

　
別
に
定
め
る
日
時
に
選
考
を
行

　
な
い
ま
す
。
な
お
、
く
わ
し
い

　
こ
と
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
へ

　
物
価
抑
制
特
別
貯
蓄

　
運
動
に
ご
協
力
を

　
総
需
要
抑
制
の
一
環
と
し
て
、
四

十
九
年
一
月
か
ら
物
価
抑
制
特
別
貯

蓄
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
家
計
消
費
の
抑
制
と
貯
蓄
の
推
進

が
物
価
上
昇
に
対
し
安
定
効
果
を
発

揮
し
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
）

　　　　　　響難
罵

　昭和47年度の決算状況をおしらせします。
昭和47年度における建設改良工事及び保存工事は、
川治山本線配水管増補改良事業を始め、保存改良工
事として第一、第四水源地整地、その他消火栓新設
工事を施行しました。
　営業面にお』きましては、給水人ロ1，762人の増で、
29，795人となり普及率は93．1％と増加してお・ります。
有収水量は前年に引続き漏水の早期発見に努力し、
69．2％と前年度比1．1％増となりました。

負債及び資本
科　　　目 金　　額

固定負債 7，578，598

流動負債 7，866，Q11

資　本　金 439，171，750
剰　余　金 20，394，149

合　　計 475，010，508

昭和47年度給水業務量の状況
（昭和47年4月1日より昭和48年3月31日まで）

区　　分 昭和47年度 昭和46年度 増（△）減 比　率
給水戸数（戸） 6，881 6，643 238 103．6
給水人口（人） 29，795 28，033 1，762 106．3

配
水
量

総　　量く㎡） 3，680，320 3，667，359 12，961 100．4

一日最大（㎡） 15，258 14，409 849 105．9
一日平均（㎡） 10，081 10，048 32 100．3

有収水量（㎡） 2，545，202 2，498，133 47，069 101．9

有収率（％） 69．2 68．1 1．1 101．6

単位円

　　　昭和47年度決算状況
昭和47年度水道事業損益計算書
（昭和47年4月1日より昭和48年3月31日まで）

収　　　　　益

科　　　目 金　　額

営業収征 56，275，110

営業外収益 2，557，893

合　　計 58，833，003

収　　　　　益

科　　　目 金　　額

営業収益 84，549，320

営業外収益 5，724，128

合　　計 90，273，448

　　用

金　　額

66，540，480

22，270，248

88，810，728

　1，462，720

90，273，448

費
目
篇
計
鰭
計

科
攣
鞭
合

単位円

凱ZZZZノ』眠』眠ZZZ！∠Z！ZZZ」”1』”1肱γZZZ陥Z』■厩劉■咤Z協Z蹴ZZZ々■「」圏既ZZ〃ZZZ肋閉■既』翫〃ZZZZZZ〃」■剛■眠ZZ劉ゐ

　　　昭和47年度水道事業貸借対照表
　　　　　　　（昭和48年3月31日現在）

　　　産

　金　　額

448，638，533
　25，944，215

　　　　427，760

475，010，508

　
　
産
産
定

資
目
・
　
　
　
計

　
　
資
資
勘

　
　
定
動
延

　
科
　
　
　
　
合

　
　
固
流
繰

昭和47年度水道事業剰余金処分計算書
　　　　　　（昭和48年12月13日議決）　　　　　　　　　単位

．当年度未処分利益剰余金　　　　　　　1，917，152　
　
0
0

　
　
0
0

　
　
0
0

　
　
0
0

　
　
0
0

　
　
0
5

　
　
　

金
額
　
　
金

余
分
　
余

㈱
処
義

∞㎜∞　
当
利
q
ゆ
働
翌

1
2
　
　
　
　
3

建設改良積立金　　　500，000　　1，500，000
年度繰越利益剰余金　　　　　　　417，152

昭和48年度上期損益計算書
（昭和48年4月1日から昭和48年9月30日まで）　　　単位円

昭和48年度上期貸借
　　　（昭和48年9月30日現在）

目貸借対照表
10日現在）　　　　　　　　　単位円

　負債及び資本
科　 目　　金　額
固定負債　　7．578，598
流動負債　　5，406，683

資本金433，302，333
剰余金　21，930，259
純利益　14，624，134
合計482，842，007

　　用

金　　額

33，120，825

11，088，044

44，208，869

14，624，134

58，833，003

費
目
用
用
計
益
計

　
　
費
横

　
　
轟
利

科
営
営
小
純
合

資　　　　　産

科　　　目 金　　額

固定資産 453，369，864

流動資産 28，039，763

繰延勘定 1，432，380

合　　計 482，842，007



Qo
q
博
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日
一
円
で
…
あ
な
た
を
守
る

新
潟
県
交
通
災
害
共
済
に
ご
加
入
を

　
昭
和
四
十
八
年
度
の
共
済
期
間
は

三
月
末
日
で
終
了
し
ま
す
の
で
、
四

月
一
日
よ
り
開
始
の
昭
和
四
十
九
年

度
の
加
入
申
し
込
み
を
三
月
一
日
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
、
ど
ん
な
に
注
意
し

て
い
て
も
「
い
つ
」
「
ど
こ
で
」
あ

う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
昭
和
四
十
八

年
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
も
ち

ろ
ん
、
未
加
入
の
方
も
ご
家
族
そ
ろ

っ
て
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
す
す
め

し
ま
す
。

　
加
入
方
法
は
、
後
日
、
嘱
託
員
が

全
世
帯
に
配
布
す
る
会
費
払
込
書

（
加
入
申
込
書
）
に
よ
り
ま
す
。

　
な
お
、
同
時
に
配
布
す
る
チ
ラ

シ
、
回
章
等
に
は
、
く
わ
し
い
こ
と

が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
昭
和
娼
年
の
交
通
事

　
故
は
減
少

　
昭
和
四
十
八
年
の
本
市
で
の
交
通

事
故
は
、
件
数
で
百
八
十
二
件
と
四

十
七
年
の
二
百
十
四
件
に
比
べ
て
約

十
五
％
減
少
。
死
者
五
人
は
、
四
十

七
年
の
七
人
に
比
べ
て
約
二
十
九
％

減
少
、
ま
た
負
傷
者
で
は
、
二
百
十

人
と
四
十
七
年
の
二
百
五
十
八
人
に

比
べ
て
約
十
九
％
減
少
で
し
た
。

　
こ
れ
は
、
交
通
事
故
が
本
市
の
社

会
問
題
と
な
っ
て
か
ら
初
め
て
の
こ

と
で
あ
り
、
市
交
通
安
全
協
会
、
市

交
通
指
導
員
等
の
献
身
的
な
努
力
と

市
民
各
位
の
ご
協
力
が
実
を
結
ん
だ

も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
今
後
、
雪
の
た
め
交
通
事
情
の
悪

化
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
運
転
者
も

歩
行
者
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交

通
事
故
防
止
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

　
内
部
障
害
者
の
入
所

　
生
を
募
集

　
新
潟
県
後
保
護
指
導
所
で
は
、
昭

和
四
十
九
年
四
月
一
日
入
所
の
内
部

障
害
者
入
所
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
内
部
障
害
者
の
健
康

管
理
を
行
な
い
な
が
ら
技
能
を
身
に

つ
け
、
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
／
呼
吸
器
系
・
心
臓
・
腎
臓

　
　
　
　
等
の
障
害
者
（
精
神
障
害

　
　
　
　
を
除
く
）

　
資
格
／
十
五
歳
以
上
の
者
で
、
医

　
　
　
　
師
が
訓
練
指
導
を
行
な
っ

　
　
　
　
て
も
差
し
支
え
な
い
と
認

　
　
　
　
め
た
も
の
。

2
月
の
休
日
救
急
医

11

日
大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
　
　
　
曾
2
i
2
9
5
7
番

仔
日
至
蟹
堂
医
院
（
西
浦
東
）

　
　
　
　
　
曾
2
－
3
2
7
6
番

餌
日
十
日
町
病
院
（
高
男
3
南
）

　
　
　
　
　
曾
2
1
3
1
6
1
番

　
な
お
、
く
わ
し
く
は
市
社
会
福
祉

事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　
簡
易
保
険
新
加
入
運

　
動
を
展
開

　
郵
政
省
は
、
関
係
機
関
等
を
通
じ

学
校
や
住
宅
の
建
設
な
ど
明
る
い
く

ら
し
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
る
簡
易

保
険
の
新
加
入
運
動
を
四
十
九
年
一

月
か
ら
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
審
付
あ
り
が
と
う

　
歳
末
た
す
け
あ
い
審
付
金

▽
㈱
田
倉
従
業
員
一
同
…
…
一
万
円

▽
川
治
小
学
校
児
童
会
…
…
三
千
三

百
五
十
円
▽
保
坂
リ
イ
（
新
座
四
）

…
…
一
万
円
▽
十
日
町
地
区
同
盟
…

…
五
万
五
千
円

　
社
会
福
祉
事
業
嵜
付
金

▽
三
谷
尚
（
土
市
四
）
…
…
二
万
円

▽
織
物
㈱
と
も
し
び
会
（
山
本
）
：

　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

．
血
撫

墜
な
2
、
－
！
〆

　
た
α
重
・
－

「
：
…
紅
：
忘
．
ポ
：
起
．
ぐ
：
；

　
　
今
月
は
国
民
健
康
保
険
料
…

…
の
納
期
で
す
。

…
二
万
一
千
九
百
五
円
▽
十
高
家
庭

科
同
好
会
…
…
八
千
四
百
三
十
一
円

▽
十
日
町
水
道
工
業
㈱
有
志
…
…
一

万
円
▽
十
日
町
モ
ラ
・
ジ
ー
事
務
所

青
年
部
会
…
…
九
千
二
百
三
十
八
円

▽
蕪
木
健
吉
（
西
寺
町
）
香
典
返
し

…
：
十
万
円
▽
岡
村
ハ
ル
イ
（
錦

町
）
…
…
六
千
百
円
▽
根
津
智
子

（
本
町
六
）
…
…
千
二
十
五
円
▽
十

日
町
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
…
：
二

万
八
千
百
円
▽
佐
藤
洋
品
店
（
本
町

六
）
…
：
五
万
円
▽
春
日
由
三
（
講

師
謝
礼
）
…
…
二
万
円

　
用
途
地
域
の
一
部
変

　
更
指
定

　
市
は
用
途
地
域
の
一
部
変
更
指
定

を
去
る
十
二
月
二
十
八
日
決
定
（
告

示
）
し
ま
し
た
。

　
今
後
用
途
地
域
内
に
建
物
を
建
て

る
場
合
、
制
限
事
項
も
あ
り
ま
す
の

で
事
前
に
建
築
士
ま
た
は
十
日
町
土

木
事
務
所
、
市
役
所
建
設
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

饗織縫董
塁蝶　，，曝　6
醜稲脇Kグぎる

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
口
示
第
一
号
）

雑
繰
裟
鞍
舞
　
地
方
自
治
法
第
二
百
四
＋
、
二
条
の
、
二
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
規
定
に
基
づ
く
「
十
日
町
地
域
広
域
事

務
組
合
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
昭
和
四
十
七
年
度
決
算
状
況
及
び
昭
和
四
十
八
年
十
二

月
三
十
一
日
現
在
の
本
組
合
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
昭
和
四
＋
九
年
二
月
一
日
　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
者
＋
日
町
市
長
春
日
由
三

昭和48年度会計別予算執行状況
　　（昭和48年12月31日現在）　　単位ノ

会計名 予算書醐入瀬 収入革 支断斉額 執行率

一般会計 31，526 19，260
　％61 20，673 　％66

と畜場事業

特別会計
811 772 95 573 71

総合福祉セン
ター特別会計

4，023 3，835 95 3，660 91

計 36，360 23，867 66 24，906 68

r爪田令は　　日厨地入）（不足分は一時借入）

罫5＝．騨
筑
し
々
3

p
優
甜
合
と

禽
爵
器
じ

2
時
7
奇
の

予
繭
晦
ノ

ざ
，
τ
－

そ
ん
な
瓶

組合債の状況

　　万円

4．300
祉
一
業

福
タ
事

ム
ロ
ン
設

総
セ
建

3．080と畜場
整備事業

7．380

昭和47年度歳入歳出決算状況戦

計

昭和48年度市町村別負担金状況

／噺、＼
　　＋巳町串　、

討瞬

蒐1

　
ら
！
6
！
㊧
」
き
凱

　
　
　
　
難
撃
象

贋

柱
　
　
君
へ
！

姦
と
く
魂
と
，

証
早
㊥
ザ
J
J
ン

齢
・
函
a
溢
じ

￥
ミ
・
二
売
暫
み

侵
用
轟
。

擁
　　I西r

＼　　4，972丹明
　　　19％

は
い
！
　
　
じ

ゐ
ザ
9

唯
δ
し
だ
．

驚
τ
モ
、
そ
ん

、
凌
，
で

汐
爲
禦
碇

区　分 予算額 収入済額 支出済額 差引額

一般会計 44 44 27 17

特
別
会
計

総合福祉
センター

6，658 6，662 6，344 318

と畜場
事　業

3，887 3，836 3，299 537

小　計 10，545 1Q，498 9，643 855

合　言十 10，589 10，542 9，670 872

昭秘群度市町村別負担金状況　　組合財産の状況

騰
、
∫ 糠疇需

110万円

建物

基金
公社債

（轟1劔あ唇地）

　
　
　
表
紙
の
こ
と
ば

「
イ
ヤ
i
」

わ
た
る
ー
。
こ
れ
は
、
「
剣
友
会
」

　
五
十
名
の
青
少
年
剣
士
た
ち
は
、

て
い
ま
し
た
。

（
諏
訪
町
）
さ
ん
は
、

な
青
少
年
」

鱗も男蟹

と
い
う
気
合
が
寒
中
の
武
道
練
習
場
い
っ
ぱ
い
に
ひ
び
き

　
　
　
　
　
　
　
　
の
寒
げ
い
こ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
猛
げ
い
こ
で
寒
さ
を
ふ
っ
と
ば
し

　
ご
の
剣
士
た
ち
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
関
口
文
二
郎

　
　
　
剣
道
を
と
お
し
て
「
礼
儀
正
し
く
．
明
る
く
元
気

を
育
成
し
た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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